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祝佳生流創始フ０周年記念祝賀会
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佳
生
流
は
先
代
西
村
翠
雲
先
生

が
昭
和
二
年
に
創
流
さ
れ
、
二
代

目
現
家
元
の
雲
華
先
生
が
、
三
代

目
公
延
先
生
、
四
代
目
崇
先
生
と

共
に
現
役
で
ご
活
躍
中
で
あ
り
ま

す
。今

年
は
創
始
七
○
年
を
迎
え
、

播
磨
中
央
公
園
に
兵
庫
県
文
化
賞

受
賞
者
の
記
念
碑
を
建
立
し
、
ネ

パ
ー
ル
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。
十

月
一
日
か
ら
は
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー

ジ
ァ
ム
に
て
花
展
、
神
戸
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
パ

ー
テ
ィ
ー
、
十
月
二
十
三
日
か
ら

は
、
中
国
祈
江
省
杭
州
市
で
日
中

い
け
ぱ
な
交
流
花
展
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
記
念
行
事
を
こ
な
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
同
結
集
し
て
佳

生
流
の
発
展
に
努
め
、
い
け
ぱ
な

界
を
盛
り
上
げ
、
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

楽
し
い
集
い
を
よ
ろ
し
く
。
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

1 1 月号目次●1 9 9 7 - 4 3 8
表紙／「バイオリンを弾く女」
小磯良平（小磯記念美術館蔵）
セカンドカパー／「港」中山岩太
目次＆ウラ話「5 0 才の美女創造」嶋本昭三
１１ＫＯＢＥスナップ
１２神戸つ子．9 7 ／江口倫司ＭｅＭｅ（金純）
１４N H K 連続テレビ小説「甘辛しやん」スタート
佐藤由美子

１６ある集い／住牛読
２５ポエム・ド・コウベ

「古道」村中秀雄絵＝石阪春生
２７私の意見
「神戸っ子｣ の目と｢ 非神戸っ子」の目浅井信雄

２８連載エッセイ／酔眼流旅日記
「ベトナム青春旅行( １０) ｣ 村松友覗絵＝灘本唯人

３０地域文化論
「街に思いを歴史に継続を」武田則明

３２関口俊吾インタビュー
「元気だから絵が描ける」

３６阪神モダニズムをふり返る／河崎晃一
３８グルメＤＥＫＯＢＥ／わたしのグルメレポート
石原暁美船木靖夫足立輝代瀬戸本淳

４６神戸商店復興座談会／「コウベ‘オブリッジを
合言葉に神戸商店の復興を」

５Ｏ徳島ルポ／「喜びの歌をうたえ｡ 」
５２キリン神戸工場「ビール教室」体験ルポ
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写真／霜越春樹

ｉ可ＩＩｑ

?､靴
も

｜‘、、

５４はるにやんのＨＹＯＧＯＷＡＬＫ
「こころの国際化をめざして」

５６摩詞不思議T A K A R A Z U K A に迫る
大浦みずきｖｓ竹邑類

７０山下みか子のＴＡＳＴＹゴルフ
「海外ゴルフでenjoy！」

７１亀井一成のズームｉｎＺＯＯ
「動物園は心の学校」

７４ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
７６神戸を福祉の街に

「子供の数が減っているｌ」橋本明
７８有馬歳時記

「太閤ゆかりの湯殿を紹介／有馬懐古展」
８１稲垣美保子インタビュー
８２イベントガイド＆チケットプレゼント

［もだかる］
８４シネマ試写室

ウディの「世界中がアイ・ラブ･ ユー」淀川長治
８６神戸百店会だより
８８ぴっといん
９０ポケットジャーナル
９４ルポルタージュ神戸／神戸の工房をめぐる（２）

「フランスパンとコーヒーの職人たち」福元早夫
９８短篇小説「塔」木村光理
1 0 2 ＫＦｓニュース／「病院でのマナー< １）」
1 0 3 神戸っ子倶楽部
1 1 4 海船港「東播海岸をゆく」
1 1 6 北野ホットニュース

「満４０周年記念破格メニュー／北野クラブ」
1 1 8 美の扉〈2 2 ）／「しやれたボタン」

カメラ／米田定蔵･ 池田年夫・梱京卓也･ 森田篤志・
森田純三・米田英男
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〆

ぼくのところには1 0 人ばかりの女
性たちが代わるがわる手伝いに来て
くれている。美人揃いであるが、不
思議なことにぼくのところに通うう
ちにますますチャーミングになって
くる。事情があって止めていった女
‘性もあるが、それらの女性が久しぶ
りに訪ねてくると、あの素晴らしか
った魅力が失せているのだ。
ぼくには美容の知識は全くない。

洗面棚に並んでいる容器を見ても、
どれが歯みがき用なのか分からない
程である。こんな程度だからこうす
ればきれいになるよなど、女' 性たち
に教えたことなど一度もない。にも
かかわらず、彼女たちはどんどんき
れいになってゆく。去っていった女
性の魅力が失せてしまうのはどうし
てか。考えてみると、日本は男性主
体の会社が多い。女性はその企業に
入社しても本来の能力が発揮でき
ず、男性たちの得意とする仕事の手
伝いをさせられている中で、女‘性は
自分たちは劣っているのだと思い込
んでしまう。中には男性に負けない

、様にがんばる女性もいるが､がんば

…堂…
ｓｏ才の雲女創造
っているうちに女性の魅力が失せて
ゆくのだ。
ぼくのところの美女たちは花のよ
うに美しいが、いったんしぼんでし
まったらどうしようもない。美女た
ちへの恩返しに彼女たちが4 0 才にな
っても、いや5 0 才になってもますま
す美しくなってゆく方法について突
如ひらめきが走った。これは僕の使
命である。美女たちのためなら朝か
ら晩まで美しさが増す方法に挑戦し
よう。
写真はぼくのところで手伝ってく
れている女性の中のひとり、名古郁
代さん。先月号に登場した名古理世
さんの姉である。彼女はとても美し
く、ファッションモデルをしている。
毎日ストレッチ運動やぬるま湯につ
かるという美容法を実行している。
プロであるから、ファッションや化
粧についても最新のトレンドを知っ
た上で自分にあったものを積極的に
取り入れている。彼女は手伝ってく
れている中で、ぼくに愚痴をこぼし
たりすることがない。絶えず読書を
し、苦手なものを克服しようと努力

~、《

する、ピューリタンのような生活を
送っている。そしてぼくの研究所の
もつ夢の実現へ真剣に協力しながら
成長している。
ファッションモデルがこんなすばら

しい生活を送っているとは思わなかっ
た。この女性をターゲットとして「５０
才の美女創造」に挑戦してみる。彼女
は美しく保つことに関してプロであ
る。ぼくは何もすることはない。次の
５項目を実行するのみである。
１. 彼女をひたすらに愛しつづける。
２. 絶対裏切ることのない愛を持って接する。
３. 彼女の夢をともに考えその能力が生き
るように協力する。

４. 彼女が落ち込んだときに何よりも優先
して彼女の味方となり、解決法をとも
に考える。

５．１～４までは自然体で実行できるので
あるが、大変なことに気が付いた。彼
女が5 0 才になるときぼくは9 5 才である。
９５～1 0 0 才まで元気な身体でいなけれ
ばならない。

身体だけ元気では駄目で頭脳もち
ゃんと活動していなければ意味がな
い。ぼくは彼女を育てるふりをしな
がら彼女から美しいエキスをもらっ
ている。つまり彼女に生かしてもら
って彼女を生かすのである。 ノ
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蕊ゥひや森堂ﾉ鱈
展示会の案内状ご希望の方は、

最寄りの店舗にお気軽にお問い合わせ下さいませ。

ご婚礼衣裳大展示会
日時：１２月2 0日(土）２１日（日）

両日とも1 0 :００～1 7 :００
会場：神戸国際展示場2 号館
( ポートライナー市民広場駅下車すぐ）
桂由美をはじめ、ジバンシー、ミラ・ショーンな
ど人気ブランドのドレスや和装の新作を多数ご用
意して、皆様のおこしをお待ちいたしております。

レンタルブティック宴序衣･ ……･ ………･ 垂（0 7 8 ) 2 6 2 - 2 7 0 8

(078)262-2908
(078)992-3383
(078)321-0360
(078)393-3320

繊笥
グ
ー
》
二

へ

。’

長ちず

違
募・常

(078)302-3378
(078)302-1051
(078)321-0360
(078)321-0360
(078)382-0160

神戸元町店……………………………冠
神戸ポートピアホテル衣裳室
ブライダルブテイックピアンカスポーザ……遍
ﾒ ﾝ ズｺ ｽ ﾁ ｭ ｰ ﾑ ﾚ ﾝ ﾀ ﾙ ｼ ｭ パﾘ ｴ ………冠
神戸同月堂8 8 衣裳部…………………公
ホテルゴーフルリッツ衣裳部………公
楠公会館衣裳室･ ……. ……･ …………盃
新神戸オリエンタルホテル衣裳室
ブﾗ ｲ ダﾙ プﾃ ｨ ｯ ｸ アソルテイ……･ ･ ･ ……公
西神オリエンタルホテル衣裳室……ａ
兵庫県民会館衣裳部･ ･ ･ ………………壷
神戸ﾒ ﾘ ｹ ﾝ パー ｸ ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ 鵡謹…公

(078)321-0360
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H4
b

豆1 １

１⑨

栗原小巻さんも来店し挨拶を

識皿

Ⅲ

１０月１日のオープニングセレモニー。クラシック
音楽が流れるなかでテープカット

Ⅳ

FＷ

割
Ｉ

｜、

爵Ｉ
１階は真珠のフロアとなっており、デザインも豊富に、

１０月Ｉ周ＯＰＥⅣ…の晶繍えと恋ってい”
いま銀躍で話題の
/ ~タサキジュエリﾉ ｰ ｰ ﾀ ヮー ﾆ / 誕盤

タサキな

然仙
豆1 １

“

銀座5 丁目に新しく銀座「タサキジュエリータワー」田崎真珠
店が、１０月１日にオープン。地上1 0 階建てのビルは夜になる
とライトアップされ銀座の新名所となっている。前日に開か
れたオープン記念のレセプションには、栗原小巻さん、宮司
純子さん、菅原文太さんら豪華な顔触れが揃い華やかなパ
ーティーが催された。

I■』

Ⅱ

’

…唖胃冒号需：、′
新ピルのライトアップデザインは夜の銀座を
彩る新名所

３階にはお客様のニーズに
あわせて宝飾デザイン、制
作できるオートクチュールコ
ーナーも股けられ、シロチ
ョウ、クロチョウの南洋頁
珠、オレンジのマンダリンガ
ーネット、アレキサンドライ
トのガーネットなどめずらし
いカラーストーンも見どこ
ろのひとつ

《
Ⅲ
一
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参Ｉ

乙〆、
刃､hsAKI曲ＩＭＵ

銀座「タサキジュエリータワー」
〒1 0 4 束京都中央区銀座５－７－５T E L , 0 3 - 3 2 8 9 - 1 1 1 1

本社／〒6 5 O 神戸市中央区港島中町６－３－２T E L O 7 8 - 3 0 2 - 3 3 2 1
東京本社／〒1 0 7 東京都港区赤坂１－４－１T E L ､ 0 3 - 5 5 6 1 - 8 8 5 6

札幌･ 仙台・千葉･ 成田・再溺て･ 横浜・泰野・浜松･ 名古屋･ 京都
大阪・神戸・松山・広島・福岡・大村・長崎・香港・上海・台湾

、

罰：

窪

ストラデイバリ“サンライズ，, をモデルにし
た宝飾バイオリンは記念モニュメントとして
制作された

1 階シャンデリアは真珠約3 万個を使用。１
時間ごとにシャンデリアが昇降して軽やか
なカリオンの音色を響かせるジュエリスト' ９７に選ばれた藷婁絢燭な顔触れ。田崎家とは家族ぐるみのお付き合いの

扇千景さん。斉藤慶子さんは真珠のリンとした美しさが好きと。佐渡ケ猿親方夫人の
妙子さんは奄美の南洋真珠を身につけて

デ・ピアス社のヨオニド･ ディレクター、ジユレミー・バ
ドﾆ ｰ 氏仲ｳ がロンドンから来日。バーバラ寺岡
さん( 右) も、真珠に合わせたファッションで来店

和服がお似合いの宮司純子さん。着物に合
わせた宝石をつけることが多いとか。後ろ
には放送作家の市川森一さんの姿もあった

←連続ドラマの収録を終えて駆
けつけた菅原文太さん( 左> ･ 映
画「南の島に雪が降る」からの
ご縁。電通社長の成田豊さん
( 中) と佐渡ケ斑親方( 右）

6 階のサロンでは森英恵がデザインし田崎
真珠が制作したジュエリー5 点を付けた' ９７
秋冬ハナヱ･ モリコレクションが展示された

５階のジュエリーミュージアムでは宝石の神秘と
ロマンな歴史を展示。写真はデ・ピアス社秘蔵
のファンシーカラーダイヤモンド

Ⅲ
ド

｢ 世界の人々がいつどこから来ても『商品がない」ということがない店づくりを目標に
しています。たえず新しい文化を演出提供し続けていきたい」と田崎社長。（左からバ
ールプリンセス、田崎社長、貴闘力関、田崎夫人）

一

一
一
．
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蕊’
シ
リ
ー
ズ
〈
女
性
が
見
る
北
神
星
和
台
〉
第
５
回

、

広大な敷地に立つ神戸ルネサンス城

緑
と
花
に
包
ま
れ
た
北
神
星
和
台
。

街
び
ら
き
十
周
年
を
迎
え
、
豊
か
な
実

り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
実
り
の
秋
、
漫

画
家
の
佐
藤
晴
美
さ
ん
と
、
北
神
星
和

台
か
ら
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
き
れ
い
に
お
手
入
れ
さ
れ

て
ま
す
ね
」
。
ま
ず
北
神
星
和
台
に
立
ち

寄
っ
た
佐
藤
晴
美
さ
ん
は
、
花
と
緑
が

美
し
い
各
邸
の
生
け
垣
に
目
を
見
張
り

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
花
や
緑
に
親
し
み

「
私
の
場
合
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う
よ

壷唾騒
甲

佐
藤
晴
美
さ
ん
漫
画
家
〉
と
訪
ね
る

花
と
緑
が
輝
く
街
・
北
神
星
和
台

フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
も
す
ぐ

り
庭
を
耕
し
て
る
感
じ
」
と
い
う
佐
藤

さ
ん
。
各
邸
ご
と
に
植
え
ら
れ
た
シ
ン

ポ
ル
ッ
リ
ー
や
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興
味
深
く
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

街
な
か
を
歩
く
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
公
園
や
カ
ラ
ー
舗
装
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
・
ロ
ー
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が

目
に
入
り
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
揃
っ
て
る
ん
で
す
ね
」
。
コ

ー
プ
こ
う
べ
を
は
じ
め
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
医
療
施
設
、
小
学
校

も
あ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
も
安
心
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
は
手

芸
教
室
や
料
理
教
室
な
ど
が
開
か

れ
て
お
り
、
住
民
同
士
の
交
流
も

活
発
で
す
。

北
神
星
和
台
の
魅
力
を
味
わ
つ

い
た
後
は
、
す
ぐ
近
く
の
神
戸
市
立

鐸
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
ヘ
・

瀧
車
を
約
五
分
走
ら
せ
る
と
、
果
実

Ｊ医
園
が
広
が
る
広
大
な
敷
地
に
「
神

一
戸
ル
ネ
サ
ン
ス
城
」
が
建
っ
て
い

写
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
近
く
に
あ
る

元
ん
で
す
ね
」
。
自
然
と
ふ
れ
あ
う

霊
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
住
宅
地
の
近
く

蛾
に
あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。
花
々

楯
に
彩
ら
れ
た
園
内
に
は
家
族
連
れ

ﾛ 幸毎回､ ＝刺

や
カ
ッ
プ
ル
が
あ
ふ
れ
、
ワ
イ
ン
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
の
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

最
寄
り
の
駅
か
ら
三
宮
ま
で
二
十
七

分
の
北
神
星
和
台
の
近
く
に
は
、
フ
ル

ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
ほ
か
、
情

緒
あ
ふ
れ
る
有
馬
温
泉
や
ビ
ー
ル
づ
く

り
が
体
験
で
き
る
キ
リ
ン
神
戸
工
場
な

ど
も
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
北
神
に
は
、

楽
し
く
健
や
か
な
暮
ら
し
が
侍
っ
て
い

ま
す
。
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プ新星和不動産
神戸支社北神営業所

〒6 5 1 - 1 3 神戸市北区西山１－１７－１

ＴＥＬ. O 7 8 - 9 5 2 - 1 0 1 1
午前1 0時~午後5時(水曜日・第２第３火曜日定休）

q 由、
E E

E ■『還思鳥
､、

カリンの香りに魅せら
れて、思わず頬ずり

qf目

篭雪演蕊議謹議｢12 月には洋ランのフェアがあります」と、ブルー

二f ヨグ、1 . ､ ニイフヮ。（乗換え時間含ます）
●「田尾寺」駅から谷上駅へ1 7 分
ｓ谷上駅から三宮へ約１０分
ｅ三宮駅からJ R 大阪へ2 1 分
ＪＲ大阪駅へ4 9 分｡ ( 乗換え時間含まず）
●「田尾寺」駅から三田へ約1 2 分
ｓJ R 宝塚線( 福知山線) で､ 三田～大阪間が約3 7 分

中国自動車道‘西宮北ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾁ ｪ ﾝ ジへ車で約2分

日本生命グループ

il豊三雛撫5‘鴨もっとｽﾃｷにKobeLife北神副台一一一

西
宮
北
ｌ
・
Ｃ

卸

神戸電鉄Ｉ田尾寺」訳へ徒歩1 2 分（団地入
｢ 田尾寺」駅から
三宮へは2 7 分。（乗換え時間含まず

。より）

回
佐
藤
晴
美
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

嵯
峨
美
術
短
期
大
学
陶
芸
家
卒
業
。
動
物
マ
ン
ガ

や
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
総
合

学
園
Ｈ
Ａ
Ｌ
、
大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ｉ
専
門
学
校
講
師
。

『
ソ
ウ
の
鼻
は
な
ぜ
長
い
」
（
講
談
社
）
な
ど
の
イ

ラ
ス
ト
が
好
評
。

_ 慣

雷
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、
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、

戸
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ハリとうるおいをお肌によみがえらせる、ケランドウーゼム

至受ｉ
目尻の小ジﾜ､夕方になるイテ年と気になるくすみ。

菖鱒撤輯：
竺卿鰯裟ルツ薯る理想のﾌｪｲｼｬﾙﾄﾘﾄｸ越
謬洲酬¥ ｻ 苓霞……卜巽響潔綴韮皇
灘溌窒素
ﾃｲﾘﾌﾄ｣が'秒間に280場リ
万回のミクロマッサージでＩ
肌細胞のひとつ、ひとつに
まで浸透させます。季節を
越えた美しさを素肌に与え
る斬新なケアです。

｡易z諺z鯵Ｃｊ;ﾚム

Ｇｕ[RLAlN
PARlS

ホテルオークラ神戸店
神戸市中央区波止場町2 - 1 メリケンパーク内

ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL｡(078)391=7811
営業時間１０：００～２０：００

｢ ドゥーゼム＆アクテイリフト」トライアルコース

１回60分￥15,000(税別）
※まずはお気軽にお電話ください。スタッフがていねいにお応えします。

ノ
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古
道

１
２５

１

Ｚ

お
堂
の
前
に
か
た
む
く
ベ
ン
チ

そ
り
か
え
っ
た
屋
根
に
鬼
瓦

こ
ろ
も
の
よ
う
に

白
い
苔

猫
も
い
な
い

桜
の
紅
葉

村
の
中
は
い
り
く
ん
だ
細
い
道

迷
い
そ
う

迷
っ
て
み
た
い

小
春
日
和

村
中
秀
雄

画
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
洞
月
〉

錫

絵
／
石
阪
春
生

Ｚ

Ｉ

＝～‐

聯
〃

糊
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ふたりの気持ち

スイートカップル

洋酒のかおり、チョコレートの味わい
ふたりの気持ちを、この銘菓に託して

￥1, 5 0 0

璽禦刀仙猫璽外
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

T E L O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 6 F A X O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 8

ブライダルギフト〒5 5 8 大阪市住吉区刈田町7 - 1 2 - 1 9
事業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

佐Ｉｉｌ本
閏 科

SＡＭＯＴＯＣＬｌＮＩＣ

ママといっしょに

赤ちゃん：植山天志朗ちゃん( 平成9 年４月2 5 日生ま
れ）
ママ: 治美さん

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4 - 1 - 1 5
T E L : 0 7 8 - 5 7 5 - 1 0 2 4 （病室T E L : 0 7 8 - 5 7 7 -

7034）
市バス上沢４停南スグ、 図目
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浅
井
信
雄

色
私
の
意
見

「
神
戸
っ
子
」
の
目
と

「
非
神
戸
っ
子
」
の
目

過
去
加
年
間
、
東
京
と
神
戸
を
往
復
す
る
生
活
パ
タ
ー
ン

を
続
け
て
き
た
私
は
、
神
戸
に
住
む
神
戸
っ
子
の
神
戸
評
価

と
神
戸
外
に
住
む
非
神
戸
っ
子
の
神
戸
評
価
を
比
較
し
、
両

者
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
考
え
る
習
性
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
内
部
の
目
よ
り
も
外
部
の
目
は
や
や
辛
い
。

大
地
震
や
続
発
す
る
社
会
事
件
を
経
て
、
神
戸
っ
子
も
愚
痴

を
こ
ぼ
す
こ
と
が
多
少
増
え
た
よ
う
だ
が
、
基
本
的
に
は
楽

観
的
な
自
信
を
淡
々
と
保
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
外
部

の
非
神
戸
っ
子
は
神
戸
に
同
情
し
な
が
ら
も
、
ム
ー
ド
的
に

賛
美
さ
れ
て
き
た
神
戸
に
つ
い
て
、
そ
の
虚
実
を
精
査
し
始

め
て
い
る
。

神
戸
は
本
当
に
地
震
か
ら
立
ち
直
れ
る
か
。
神
戸
が
再
建

宣
言
を
出
せ
る
の
は
虹
世
紀
の
い
つ
な
の
か
。
神
戸
を
支
え

る
港
の
役
割
の
変
化
や
、
日
本
の
政
治
・
経
済
の
全
般
的
停

滞
な
ど
を
考
え
る
時
、
神
戸
の
生
存
条
件
は
基
本
の
と
こ
ろ

で
厳
し
く
変
質
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
山
、
海
へ
行
く
」
の
か
け
声
で
開
発
さ
れ
た
、
神
戸
の
誇

る
べ
き
新
住
宅
地
で
、
少
年
Ａ
の
異
常
犯
罪
が
発
生
し
た
の

は
、
単
に
少
年
個
人
の
問
題
な
の
か
。
都
市
形
成
の
あ
り
よ

う
が
過
敏
な
精
神
や
心
理
に
影
響
し
な
い
も
の
か
ど
う
か
、

真
剣
に
点
検
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

暴
対
法
の
成
立
以
来
、
暴
力
団
は
全
国
的
に
抑
止
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
神
戸
の
高
級
ホ
テ
ル
を
舞
台
に
彼
ら
の
抗

争
が
再
発
し
た
の
か
。
水
面
下
で
闇
の
う
ご
め
き
が
あ
っ
た

の
に
、
ま
っ
た
く
察
知
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
察
知
さ
れ
つ

つ
も
対
応
が
不
充
分
で
あ
っ
た
の
か
。
ど
ち
ら
な
の
か
。

神
戸
の
原
点
を
精
査
す
る
外
の
目
は
、
結
局
、
政
治
や
行

政
の
あ
り
方
に
向
か
う
。
税
金
の
使
い
方
、
市
議
会
の
活
動

ぶ
り
、
各
種
選
挙
の
過
程
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

外
の
厳
し
い
ま
な
ざ
し
で
、
神
戸
っ
子
自
身
が
自
己
点
検

す
る
時
、
神
戸
再
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
倍
加
す
る
だ
ろ
う
。

図
月
刊
神
戸
っ
子
に
連
載
さ
れ
た
「
浅
井
信
雄
シ
リ
ー
ズ
」
を
ま
と
め

た
対
談
集
「
さ
れ
ど
、
神
一
兵
（
近
代
文
芸
社
）
が
発
売
中
。

〈
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
蝦

１
２７

１
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サ
イ
ゴ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
、
そ
こ
か
ら
台
湾
へ
と

旅
し
て
、
私
は
羽
田
空
港
へ
と
帰
っ
て
来
た
。
羽
田
に

到
着
し
た
と
き
は
、
大
袈
裟
に
言
う
な
ら
ば
「
助
か
っ

た
！
」
と
い
う
気
分
が
湧
い
た
。
自
分
で
宣
言
し
た
〃
ベ

ト
ナ
ム
行
き
〃
で
あ
り
、
気
が
進
ま
な
い
ま
ま
に
飛
び

立
っ
た
も
の
の
、
次
か
ら
次
へ
と
予
期
せ
ぬ
体
験
の
連

続
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
を
、
ガ
イ
ド
も
通
訳
も
な
く
、

こ
の
俺
が
よ
く
生
き
て
旅
し
て
来
た
も
ん
だ
と
、
本
気

で
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
も
の
だ
っ
た
。

羽
田
空
港
の
税
関
で
荷
物
を
侍
っ
て
い
る
と
、
中
央
公

論
社
の
先
輩
が
二
人
、
係
員
に
案
内
さ
れ
て
ど
こ
か
へ
行

く
途
中
に
出
会
っ
た
。
二
人
は
、
私
の
姿
を
見
て
怪
訂
そ

う
な
顔
を
し
た
が
、
や
が
て
顔
を
見
合
わ
せ
て
か
ら
、

「
い
い
な
あ
、
外
国
旅
行
な
ん
て
。
ボ
ク
た
ち
は
も
う

仕
事
だ
よ
…
…
」

と
、
私
に
苦
笑
い
を
し
て
見
せ
た
。
宮
仕
え
は
つ
ら

い
よ
、
と
い
う
表
情
だ
っ
た
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
ア
ン

ダ
は
し
あ
わ
せ
よ
、
海
外
旅
行
の
帰
り
な
ん
だ
も
ん
な

…
…
そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
、
た
し
か
に
あ
の
と
き
の

先
輩
の
顔
に
は
か
ら
み
つ
い
て
い
た
。
海
外
つ
た
っ
て

ベ
ト
ナ
ム
だ
よ
…
…
そ
ん
な
気
分
も
あ
っ
た
が
、
私
は

先
輩
と
同
じ
よ
う
な
苦
笑
い
で
応
え
た
だ
け
だ
っ
た
。

日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
、
私
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い

て
の
文
章
を
、
い
っ
さ
い
書
か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

ベ
ト
ナ
ム
青
春
旅
行
（
士

村
松
友
覗
く
作
家
〉

カット／灘本唯人
題字／筆者

記
第
箇

そ
の
頃
の
私
は
雑
誌
一
婦
人
公
論
」
の
編
集
者
で
あ
り
、

書
く
立
場
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
た
ま
に
ア
ル
バ
イ

ト
的
に
文
章
を
書
く
こ
と
も
あ
り
、
前
年
の
台
湾
旅
行

の
あ
と
で
は
、
「
現
代
の
眼
」
と
い
う
雑
誌
に
台
湾
紀
行

み
た
い
な
文
章
を
五
十
枚
ほ
ど
書
い
て
い
た
。
文
章
を

書
く
と
す
る
な
ら
ば
、
台
湾
よ
り
は
ベ
ト
ナ
ム
の
方
が

現
実
味
が
あ
り
、
魅
力
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
た

し
か
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
だ

わ
り
が
あ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
書

く
の
を
た
め
ら
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

サ
イ
ゴ
ン
へ
到
着
し
た
日
、
私
が
市
場
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
ボ
ン
引
み
た
い
な
男
に
、
「
ア
ー
・
ユ
ー
・
ミ
ス

タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
「
イ
エ
ス
」

と
答
え
て
、
そ
の
男
に
ホ
テ
ル
へ
と
案
内
さ
れ
た
こ
と

は
、
以
前
に
書
い
た
通
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
私
は
〃
ミ
ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
〃
に
な
っ
て

ホ
テ
ル
へ
泊
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
と
か
ら
到
着
し
た
ミ

ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
は
一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
い

う
気
持
が
、
私
の
中
で
ず
っ
と
堂
々
め
ぐ
り
を
し
て
い

た
。
自
分
は
〃
ミ
ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
〃
を
犠
牲
に
し
て

生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
…
そ
ん
な
気
さ
え
し
て

い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
に
つ
い

て
の
文
章
な
ど
、
と
う
て
い
書
く
気
が
起
ら
な
か
っ
た

の
だ
。

慨３
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ト
ッ
プ
・
レ
ス
ラ
ー
だ
っ
た
。

〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応
義

塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小
説
中

央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、
八
一
年

退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
質
受
賞
。
主
な

華
皇
国
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
」
亨
ブ
サ
ン
物
語
一

『
ト
ニ
ー
谷
、
ざ
ん
す
』
『
鎌
倉
の
お
ば
さ
ん
」
な
ど
。

行
っ
た
者
の
報
告
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
、
そ
れ
な
り

気
分
が
拭
え
な
か
っ
た
。

多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
グ
レ
ー
ト
東
郷
は
そ
の
中
の

ゴ
ー
〃
〃
ト
ー
ジ
ョ
ー
″
〃
ヤ
マ
モ
ト
″
と
い
う
名
前
が

な
る
本
を
書
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
は
「
海
」
と

間
を
犠
牲
に
し
て
旅
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

し
か
し
、
実
際
に
現
地
へ
、
し
か
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

り
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
で
〃
卑
怯
な
ジ
ャ
ッ
プ
〃
を
演
じ

あ
る
と
き
日
系
レ
ス
ラ
ー
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
な

に
書
く
意
味
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り
、
一
人
の
人

実
感
を
か
み
し
め
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
が
、
よ
う
や
く
終
っ
た
と
い
う

間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
私
は
、
自
分
の
中
の
う

な
い
。
つ
ま
り
、
「
ア
ー
・
ユ
ー
・
ミ
ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ

い
う
身
分
だ
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
私
は
に
わ
か

に
〃
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
″
に
な
っ
た
わ
け
で
、
プ
ロ
レ

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
「
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
」

し
る
め
た
さ
が
、
心
地
よ
く
引
き
抜
か
れ
る
と
と
も
に
、

卜
？
」
と
聞
か
れ
、
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
た
私
は
、
何
も

の
市
場
が
不
意
に
よ
み
が
え
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
と

て
活
躍
し
た
レ
ス
ラ
ー
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
〃
ト
ー

ス
に
関
す
る
文
章
を
書
き
始
め
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

い
う
文
芸
誌
の
編
集
者
で
、
ま
だ
中
央
公
論
の
社
員
と

っ
て
〃
ヤ
マ
モ
ト
″
と
は
山
本
五
十
六
の
こ
と
に
ち
が
い

当
時
、
雑
誌
で
は
ベ
ト
ナ
点
諏
道
が
氾
濫
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
、
私
は

そ
の
と
き
私
の
頭
に
、
十
年
以
上
も
前
の
サ
イ
ゴ
ン鍵１

２９

１
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修復は着々と進んだ

物
等
の
被
災
度
判
定
基
準
」
に
よ
る
と
、

屋
根
瓦
が
ず
れ
て
お
り
、
残
留
変
形
が

１
／
ｍ
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
裏
堂
の

屋
根
が
落
ち
て
い
る
。
壁
が
崩
れ
て
い
る

状
態
か
ら
損
傷
状
況
は
ラ
ン
ク
Ⅳ
（
大
破
）

よ
り
大
き
く
、
ほ
と
ん
ど
ラ
ン
ク
Ｖ
（
破
壊
）

状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
よ
く
観
察
す

る
と
基
礎
は
無
傷
で
あ
る
。
太
い
柱
や
梁

の
主
要
構
造
部
材
は
仕
口
は
抜
け
て
い
る

が
ほ
と
ん
ど
傷
が
な
く
、
屋
根
小
屋
組
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
。
筋
違
が
一
本
と
化

粧
材
の
長
押
等
が
破
損
し
て
い
る
程
度
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
起
こ
し
て

補
強
す
れ
ば
簡
単
に
直
る
と
報
告
し
た
。

和
尚
は
目
を
輝
か
し
補
修
を
頼
む
と
言

わ
れ
た
。
土
地
を
有
効
利
用
す
べ
く
東
の

空
地
に
計
画
し
て
い
た
施
設
を
地
下
に
設

け
、
そ
の
上
に
本
堂
を
の
せ
る
計
画
を
し

た
。
幸
い
、
檀
家
の
関
係
者
に
曳
屋
さ
ん

が
い
た
。
こ
の
技
術
は
日
本
に
残
さ
れ
た

大
変
な
技
術
で
、
明
石
城
の
隅
櫓
も
曳
屋

の
技
術
で
石
垣
の
補
修
が
出
来
た
．

こ
の
大
震
災
で
は
建
物
は
公
費
解
体
さ

宝
地
院
は
神
大
病
院
の
少
し
西
に
あ
る
。

平
清
盛
の
弟
・
平
頼
盛
の
山
荘
の
跡
地
に

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
安
徳
天
皇
の

御
位
牌
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
寺

で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
に
本
堂
が
被

災
し
た
。
私
が
駆
け
つ
け
た
時
は
柱
に
突

支
棒
が
施
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
倒
壊
を
防

い
で
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
で
中

川
浩
安
和
尚
が
呆
然
と
す
わ
っ
て
い
た
。

再
建
す
る
に
は
大
き
な
費
用
が
か
か
る
。

寺
を
支
え
る
壇
信
徒
も
被
災
し
て
い
る
の

で
大
変
で
あ
る
。

本
堂
は
和
尚
が
中
国
大
陸
か
ら
復
員
し

て
昭
和
型
年
に
再
建
さ
れ
た
。
「
震
災
建
築

LI｣h口２里

<その207〉

-''-１

園さんの技術が生きる

地下施設の上に設けられた本殿

ｌ
卯
ｌ

れ
た
。
壊
さ
な
く
て
も
十
分
に
補
修
で
き

る
建
物
が
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
木
造

建
築
の
場
合
、
屋
根
が
地
面
に
接
し
て
い

な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
起
こ
し
て
耐
震
補
強

す
れ
ば
十
分
に
も
つ
も
の
で
あ
る
。
公
費

解
体
に
よ
っ
て
早
く
更
地
に
な
っ
た
反
面
、

壊
さ
な
く
て
も
直
る
物
ま
で
大
量
に
壊
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
技
術

者
の
不
足
や
補
修
す
る
と
大
き
な
工
事
費

に
な
ら
な
い
た
め
（
新
築
は
膨
大
な
工
事

費
が
か
か
る
）
、
新
築
を
椎
め
た
バ
ブ
ル
経

済
の
論
理
が
働
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
解
体
に
の
み
公
費
を
出
し
、
補
修

に
は
出
さ
な
か
っ
た
先
見
性
の
な
さ
が
問

題
で
あ
る
。
資
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
、

歴
史
や
文
化
と
し
て
の
街
並
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
新
建
材
で
一
新
さ

れ
た
街
並
に
、
歴
史
の
断
絶
を
見
る
思
い

が
す
る
。
街
に
思
い
を
、
歴
史
に
継
続
を

が
欠
け
た
復
興
は
、
私
達
が
真
に
望
む
街

な
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
型
震
災
の
先
例
と

な
る
べ
き
復
興
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

真
剣
に
考
え
る
時
だ
と
思
う
。
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